
会 議 録 

会 議 の 名 称 第22回 垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

開 催 日 時 令和６年11月6日（水） 
 10時40分から 

 10時50分まで 

開 催 場 所 垂水市役所 第一会議室 

出 席 者 

委員（佐野 雅昭委員、崎野 剛委員、山下 直子委員、川﨑 あさ子委員、 

福里 由加委員、森 真由美委員、川筋 貴子委員、森 千秋委員、 

川井田 守委員、鵜飼 康弘委員、清水 誠委員、市渡 しのぶ委員） 

事務局（堀留企画政策課長、二川企画政策課総括監、羽生課長補佐兼政策推進係長、 

福永主任主事、隈﨑主事、迫田主事） 

会 議 事 項 等 

１ 開会 

２ 審議 

 ⑴ 第 21 回垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会委員意見に対する回答につ

いて（報告） 

３ 閉会 

会 議 の 経 過 

発言者 意見等 

１ 開会 

事務局１ 

それでは引き続き、第22回まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会

を開催いたします。 

委員の皆様におかれましては、先ほど開催されました審議会から引き

続きの参加となりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

初めに出席状況についてですが、先ほどの審議会の定足数を満たして

いることを確認いたしましたので、今回は省略させていただきます。 

それでは審議に入りますが、ここからの議事進行につきましては、審

議会設置要綱第５条第３項の規定により、佐野会長にお願いいたしま

す。 

議長 

 それでは引き続き議長を務めさせていただきます。佐野でございま

す。よろしくお願いいたします。 

それでは審議に入ります。 

審議事項 1「第 21 回垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会

委員意見に対する回答について」でございます。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局２ ≪資料に沿って説明≫ 

議長 

ただいまから説明ございました本件つきまして、委員の皆様からご意

見ご質問等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

ご説明いただいた件に関しましては、意見がないということですの

で、事務局におかれましては、皆様からご意見を踏まえて、引き続き地

方創生の取り組みを進めていただきたいと思います。 

その他何かご意見ご質問等ございましたらお願いいたします。 

A委員 

先日も、大野のいきいきまつりが今年度15年目で最後の開催という

ものをみていました。このうち、地域づくりの10年計画がほぼ終了し

てますが、この後のその方向性っていうのは、何も行政としてはないの

でしょうか。 

これまで、どの地区もが地域おこしを頑張りましたよね。 



その中でやっぱり、現在も続いている中央地区の七夕飾りとかありま

すがが、これできっぱりおしまいということでしょうか。 

それともう1つ、今、地域おこし協力隊の方たちが一生懸命頑張って

るのは姿を見ていますが、これからどういった方向に企画政策課として

地域おこし協力隊の方々を導かれるのか、こういう方向に彼女たち、彼

たちに活動していって欲しいと思ってらっしゃるのか、企画政策課の方

のご意見と考え方を伺えたらと思います。 

事務局３ 

ご質問ありがとうございます。 

1つ目の地域振興計画につきましては、これで終わりということでは

なくて、見直しにつきまして、地域の皆さんのご意見をいただきながら、

引き続き、取り組んでいくというところでございます。 

まずは地域の皆さまの話を聞いて、地域の方々の意向が一番になると

思っているところをご理解いただきたいと思います。 

2点目の地域おこし協力隊につきまして、活動期間が3年あり、この

3年の間に地域のいろいろな活性化を行っていただきたいと思っており

ます。 

現在２名の地域おこし協力隊については、外国人と地域の皆様の橋渡

しや外国人といっても垂水市の一員のということですので、広く市民の

皆さんが色々な意味で幸福になるようなイベントをやっていただける

ようにお願いしております。 

企画政策課としてはこの3年間、いろいろな活動を行っていけるよう

に支援をするとともに、１番は3年後も市民として住み続けていただい

て、活動内容は少し異なるかもしれませんが、垂水市のために活動して

いただきたいと思っております。また、それに向けても課として支援し

ていきたいという考えです。 

委員A 

私も地域おこし協力隊の方と接触があって、彼らの意気込みっていう

のはすごく強いと思います。 

私たちの割とこの、年齢的なところもあるかもしれませんが、のんび

り考えている地域の人間からすると、まだ半年もたってない方々の熱意

がすごいと思います。でも彼たちはそういう世界できてきた人たちなん

だとも思います。 

だからそういう考え方等を垂水市全体の刺激として持っていくよう

な形をとらないと、せっかく地域おこし協力隊の方々が持ってる良さと

いうのも持ち腐れになってしまったらいけないと感じます。 

地域おこし協力隊の方々は、来たはじめから「私は垂水市のために何

をしたらいいんですか。」という気持ちで来てますので、地域おこし協

力隊の方々の熱い思いを、何らかの形で私たちも受け入れて、協力した

いなっていう思いがあります。 

ただ、どういうふうに垂水市の人たちと接点を持ってもらったらいい

かなとか、どなたを紹介していいのか等、その辺が難しいところだなっ

ていうのを感じています。 

なので、確かにすごい刺激がある方々ですので、何かいいシステムを

作って、良い形で地域の中に活かして欲しいなと思います。 

議長 

私も普段、学生と接しておりますが、彼らはエネルギーがあります。 

そのエネルギーをうまく導いてあげないといけない。 

それが全く違う方向にエネルギーを使ってしまうこともありますの

で、そこはやはり、垂水市のまちづくりに役立つような方向性を、いく

つかうまく示してあげる方がいいのかと思います。 

まず、このあたりをご判断いただいて、それぞれで色々な人が来てま



すので、それぞれの人に合うような方が見つかればいいなと思っており

ますので、ぜひ、市の方でご配慮いただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

その他何かございましたらお願いいたします。 

B委員 

地域おこし協力隊のお話が出たので、少しお話させていただきます。 

子育て支援センターに利用するお母さんたちも、最近ではベトナム人

の方等が増えていて、なかなかこの日本のお母さん、お父さんたちとの

コミュニケーションが難しかったりしています。 

地域おこし協力隊の方が、企業で就労しているベトナムの方とか向け

にそういうイベントは結構されてるなと感じますが、就労に来ている外

国人の方が日本人の方と結婚すると、就労を辞めてしまったり、産休に

入ってしまったりしていて、結果的に外国人のお母さんたちが、なかな

か地域との交流がない状態というのが今、支援センターでも課題になっ

ています。 

英語が通じれば何とかなりますが、英語も通じない方の支援が難し

く、地域おこし協力隊の方々が日本人に対する支援もされているという

ことなので、支援センターでもしていただけたらいいのかなと思いま

す。 

議長 
 ありがとうございます。 

 事務局から何かございますでしょうか。 

事務局２ 

今言われたように、外国人のお母さまが多いということで、意外にそ

れ以外の国の方もいらっしゃるんですが、接するときは、できるだけや

さしい表現で、日本語で話すのが１番いいと思います。 

今ご提案いただきました、外国人のお母様たちへの対応につきまして

は、早速、２人の地域おこし協力隊にも伝えていきたいと思っておりま

す。 

議長 
ありがとうございます。 

その他何かございますでしょうか。 

B委員 

 現在、地域の方と実際に3回ほど活動をしております。 

1つは自分のところの敷地を貸し出しして、垂水市の郷土料理を実際に

海外の方たちと作る活動をしてます。 

また、今度の12月はマルシェを実施し、地域おこし協力隊の方がい

らっしゃいますが、その方とコラボして、クリスマスマーケットを開催

します。 

そこの１番のメインは、クリスマスツリーに、七夕の短冊のイメージ

で、子供たちに今後の垂水市にどういうものがあったらうれしいかなっ

ていうのを書いてもらうということを考えてます。 

ターゲットは子供たちなんですけど、子供たちの目線でどういうもの

が市にあったら嬉しいか、望んでいるのか。 

それが最終的に定着に結びつけるきっかけにならないかなっていう

ことで、意見が集まったらぜひ垂水市に、こういうことを子供たちが望

んでるんだっていうものをご提出できればと思います。 

今度12月の22日に市民館でクリスマスマーケットを行いますので、

ぜひ皆さんよろしくお願いいたします。 

議長 

はいありがとうございました。その他何かございますでしょうか。 

よろしいでしょうか。それでは以上をもちまして審議事項をすべて終

了ということにさせていただきます。 

議長を退けさせていただきますので事務局にお返しいたします。 

事務局１ ありがとうございました。 



以上で第22回まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会を閉会させて

いただきます。 

会 議 結 果 ・総合戦略効果検証（4年目）の効果検証後の委員からの意見委ついて回答が行われた。 

会 議 録 の 

作 成 方 法 

□ 録音媒体を使用した全文記録 

□ 録音媒体を使用した要点記録 

■ 要点記録 

特 記 事 項 
 無し 

 

 


